
 

 

 

近年、住宅火災における死者

数は、900人前後の高い水準で推

移しており、このうち約７割が

65歳以上の高齢者となっていま

す。また、高齢化の進展ととも

に、住宅火災による死者のうち

高齢者の占める割合が増加して

いることから、消防庁では、

「老人の日・敬老の日に『火の

用心』の贈り物」 をキャッチフ

レーズに、改めて高齢者とその

ご家族の方々に、火災予防の取

組を行うよう注意喚起するとと

もに高齢者に住宅用防災機器等

をプレゼントすることなどを呼

び掛ける「住宅防火・防災キャ

ンペーン」（キャンペーン期

間：９月１日～21日）を平成24

年から実施しています。 

 

 

 

 

 


